











































図３ Nexa TorsoⅡ（東レ ACS製）































１ 頭頂点 ２５ 右側ウェスト点 １ 頚囲 ３１ アンダーバスト最大奥行 ６１ 頚椎－左手首長
２ 喉仏点 ２６ へそ点 ２ 頚椎－乳頭長 ３２ ウェスト囲 ６２ 頚椎－右手首長
３ 頚椎点 ２７ 腹部突出点 ３ 腕付け根深さ ３３ ウエスト最大幅 ６３ 左腕長
４ 左首付け根点 ２８ 臀部突出点 ４ 頚椎－後方ウェスト長 ３４ ウエスト最大奥行 ６４ 右腕長
５ 右首付け根点 ２９ 左ヒップ点 ５ 体幹長 ３５ ウェスト－ヒップ長 ６５ 左肩－肘長
６ 左肩中央点 ３０ 右ヒップ点 ６ 左肩幅 ３６ 股上前後長 ６６ 右肩－肘長
７ 右肩中央点 ３１ 股点 ７ 右肩幅 ３７ ボディライズ ６７ 左上腕中間囲
８ 左肩点 ３２ 左大腿中央点 ８ 背肩幅 ３８ アッパーヒップ囲 ６８ 右上腕中間囲
９ 右肩点 ３３ 右大腿中央点 ９ 左腕付根囲 ３９ へそ囲 ６９ 左肘囲
１０ 鎖骨中心点 ３４ 左膝内側点 １０ 右腕付根囲 ４０ トップヒップ囲 ７０ 右肘囲
１１ 左前方アームサイライン点 ３５ 右膝内側点 １１ 胸幅 ４１ トップヒップ最大幅 ７１ 左手首囲
１２ 右前方アームサイライン点 ３６ 左膝中央点 １２ 背幅 ４２ トップヒップ最大奥行 ７２ 右手首囲
１３ 左後方アームサイライン点 ３７ 右膝中央点 １３ 鎖骨－前方ウェスト長 ４３ 腹部－臀部長 ７３ 背肩幅２
１４ 右後方アームサイライン点 ３８ 左膝外側点 １４ 体幹縦囲 ４４ ヒップ囲 ７４ 左乳下がり
１５ 左脇点 ３９ 右膝外側点 １５ 左肩中央－乳頭長 ４５ ヒップ最大幅 ７５ 右乳下がり
１６ 右脇点 ４０ 左下腿中央点 １６ 右肩中央－乳頭長 ４６ ヒップ最大奥行 ７６ 腹部突出点周囲
１７ 中央前方バスト点 ４１ 右下腿中央点 １７ 左肩中央－アンダバスト長 ４７ 左大腿長 ７７ 腹部突出点最大幅
１８ 中央後方バスト点 ４２ 左外果点 １８ 右肩中央－アンダバスト長 ４８ 右大腿長 ７８ 腹部突出点最大奥行
１９ 左乳頭点 ４３ 右外果点 １９ 左肩中央－前方ウェスト長 ４９ 左大腿囲 ７９ 右前アームホール直下線
２０ 右乳頭点 ４４ 左肘外側点 ２０ 右肩中央－前方ウェスト長 ５０ 右大腿囲 ８０ 右前丈Ａ
２１ 中央前方アンダバスト点 ４５ 右肘外側点 ２１ 左肩中央－後方ウェスト長 ５１ 左大腿中間囲 ８１ 右後ろアームホール直下線
２２ 中央前方ウェスト点 ４６ 左手首外側点 ２２ 右肩中央－後方ウェスト長 ５２ 右大腿中間囲 ８２ 右後ろ丈Ｂ
２３ 中央後方ウェスト点 ４７ 右手首外側点 ２３ 左前方ウェスト長 ５３ 左膝囲 ８３ 右前天幅
２４ 左側ウェスト点 ２４ 右前方ウェスト長 ５４ 右膝囲 ８４ 右前衿ぐり下がり
２５ バスト囲 ５５ 左下腿囲 ８５ 右後ろ天幅
２６ バスト最大幅 ５６ 右下腿囲 ８６ 右後ろ衿ぐり下がり
２７ バスト最大奥行 ５７ 左下腿最小囲 ８７ 右NP前の深さ
２８ 乳頭間隔 ５８ 右下腿最小囲 ８８ 右NP後ろの深さ
２９ アンダバスト囲 ５９ 左くるぶし囲 ８９ 右 SP前の深さ






図５ ゆとり量（色表示） 図６ ゆとり量（断面図）
図７ Nexa ViewerⅡ（東レ ACS製）



































































































































































































































































































































No.１ ６８．１ ７３．１ ５ ７９ ７９ ０ ６８．２ ７３．２ ５ ３２．７ ２４．７ －８
No.２ ６５．６ ６５．６ ０ ９６．４ ９６．４ ０ ６７．２ ６７．２ ０ ３１．２ １９．２ －１２
No.３ ７３．３ ７３．３ ０ ９２．６ ９２．６ ０ ７９．３ ７９．３ ０ ３５．６ ２５．６ －１０
No.４ ６３．４ ７３．４ １０ ７８．４ ７８．４ ０ ６１．９ ７１．９ １０ ３５．９ １８．９ －１７
No.５ ６７．３ ６７．３ ０ ７７．７ ７７．７ ０ ６９．１ ６９．１ ０ ２６．３ ２１．３ －５
No.６ ７２．４ ７７．４ ５ ７２．１ ７７．１ ５ ７１．７ ８１．７ １０ ３８．３ ２８．３ －１０
No.７ ６６ ６６ ０ ７９．５ ７９．５ ０ ６９．６ ６９．６ ０ ３４．４ ２６．４ －８
No.８ ６１．１ ６１．１ ０ ８０ ８０ ０ ６０．５ ６０．５ ０ ３４．１ ２４．１ －１０
No.９ ７５．６ ７５．６ ０ ７０．６ ７０．６ ０ ７８．２ ７８．２ ０ ３２．６ １９．６ －１３
No.１０ ６８．４ ７３．４ ５ ８４．７ ８４．７ ０ ６７．７ ７２．７ ５ ３９．２ ２０．２ －１９
No.１１ ６６．１ ６９．１ ３ ９６ ９６ ０ ６７．４ ７０．４ ３ ２６．６ ２１．６ －５
No.１２ ６７．１ ６７．１ ０ ８７．２ ８７．２ ０ ６８．９ ６８．９ ０ ３０．５ ２５．５ －５
No.１３ ７２．６ ７２．６ ０ ８８．４ ８８．４ ０ ７４．８ ７４．８ ０ ３１．５ ２１．５ －１０
No.１４ ７０．２ ７５．２ ５ ８４．４ ８４．４ ０ ７１．１ ７６．１ ５ ２８．９ １６．９ －１２
No.１５ ６５．９ ７０．９ ５ ７５．２ ７５．２ ０ ６６．９ ７１．９ ５ ３４．１ ２１．１ －１３
No.１６ ６６．３ ６９．３ ３ ８３．１ ８３．１ ０ ６７．３ ７０．３ ３ ３３ ２４ －９
No.１７ ６４．７ ６４．７ ０ ７８．６ ８３．６ ５ ６３．３ ６３．３ ０ ２９．４ ２３．４ －６
No.１８ ６３ ７０ ７ ７４．４ ７４．４ ０ ６４．２ ７１．２ ７ ３１．５ ２６．５ －５
No.１９ ７０．３ ７０．３ ０ ８４．５ ８４．５ ０ ６９．４ ６９．４ ０ ３３．７ ２０．７ －１３
No.２０ ７５ ７５ ０ ７４．３ ７４．３ ０ ７５．７ ７５．７ ０ ２８．１ ２３．１ －５
No.２１ ７１．７ ７１．７ ０ ８０．４ ８０．４ ０ ６９．７ ６９．７ ０ ３６．２ ２６．２ －１０
No.２２ ６８ ６８ ０ ７６．５ ７６．５ ０ ６８．６ ６８．６ ０ ３３．９ ２５．９ －８
No.２３ ６８．１ ７３．１ ５ ８６．９ ８６．９ ０ ６６．８ ７１．８ ５ ３７．８ ２３．８ －１４
No.２４ ７０．８ ７０．８ ０ ７１．５ ７１．５ ０ ７０．８ ７０．８ ０ ３４．９ ２４．９ －１０
No.２５ ６４．２ ６４．２ ０ ８６ ８６ ０ ６６．２ ６６．２ ０ ３２．６ ２１．６ －１１
No.２６ ６８．１ ７１．１ ３ ９９．６ ９９．６ ０ ６５．７ ６８．７ ３ ２９．３ ２４．３ －５
No.２７ ６４．３ ６９．３ ５ ８７．３ ８７．３ ０ ６３．８ ６８．８ ５ ４１ ２６ －１５
No.２８ ７４ ７４ ０ ８３．７ ８３．７ ０ ７５．９ ７５．９ ０ ３３ ２６ －７
No.２９ ７０．３ ７３．３ ３ ８７．７ ８７．７ ０ ７３ ７６ ３ ３４ ２４ －１０
No.３０ ７８．９ ７８．９ ０ ８６．６ ８６．６ ０ ８１．４ ８１．４ ０ ３０．２ １７．２ －１３
No.３１ ７３．７ ７６．７ ３ ９７．２ ９７．２ ０ ７５．４ ７８．４ ３ ３１．９ ２２．９ －９
No.３２ ７０．４ ７２．４ ２ ８６．４ ８６．４ ０ ６９．３ ７４．３ ５ ３９．９ ２４．９ －１５
No.３３ ６９．９ ６９．９ ０ ８４．２ ８４．２ ０ ７１．５ ７１．５ ０ ３５．７ ２１．７ －１４
No.３４ ６９．６ ７４．６ ５ ８３．４ ８３．４ ０ ７１．１ ７６．１ ５ ３２．３ ２７．３ －５
No.３５ ６１．８ ６８．８ ７ ８２．５ ８２．５ ０ ６１．７ ６８．７ ７ ３５．２ ２０．２ －１５
No.３６ ６５ ７０ ５ ７９．５ ８４．５ ５ ６４．１ ６９．１ ５ ３２．９ ２２．９ －１０
No.３７ ７１．９ ７６．９ ５ ７７．９ ７７．９ ０ ７０．８ ７５．８ ５ ３６．５ ２４．５ －１２
No.３８ ５９．９ ６６．９ ７ ７８．８ ７８．８ ０ ６１．３ ６８．３ ７ ３４．８ ２４．８ －１０
平均値 ６８．５ ７１．１ ２．６ ８３ ８３．４ ０．４ ６９．２ ７２ ２．８ ３３．４ ２３．２ －１０．２
最大値 ７８．９ ７８．９ １０ ９９．６ ９９．６ ５ ８１．４ ８１．７ １０ ４１ ２８．３ －５


















































































係数 標準誤差 ｔ Ｐ－値 下限９５％ 上限９５％ 下限９５％ 上限９５％
切片 １４．５３７０９ ４．３２２０８ ３．３６３４４７ 0.001837822 ５．７７１５０４ ２３．３０２６７ ５．７７１５０４ ２３．３０２６７
右後ろ衿ぐり －０．７４０６５ ０．１２８６９４ －５．７５５１６ １．４７６４４Ｅ―０６ －１．００１６６ －０．４７９６５ －１．００１６６ －０．４７９６５
分散分析表
自由度 変動 分散 観測された分散比 有意 Ｆ
回帰 １ ２３８．７８３２ ２３８．７８３２ ３３．１２１８３２３１ １．４８Ｅ―０６


















































No.１ ３２．７ －９．７ ２３．０ ２４．７ －８ －１．７
No.２ ３１．２ －８．６ ２２．６ １９．２ －１２ ３．４
No.３ ３５．６ －１１．８ ２３．８ ２５．６ －１０ －１．８
No.４ ３５．９ －１２．１ ２３．８ １８．９ －１７ ４．９
No.５ ２６．３ －５．０ ２１．３ ２１．３ －５ ０．０
No.６ ３８．３ －１３．８ ２４．５ ２８．３ －１０ －３．８
No.７ ３４．４ －１１．０ ２３．４ ２６．４ －８ －３．０
No.８ ３４．１ －１０．７ ２３．４ ２４．１ －１０ －０．７
No.９ ３２．６ －９．６ ２３．０ １９．６ －１３ ３．４
No.１０ ３９．２ －１４．５ ２４．７ ２０．２ －１９ ４．５
No.１１ ２６．６ －５．２ ２１．４ ２１．６ －５ －０．２
No.１２ ３０．５ －８．１ ２２．４ ２５．５ －５ －３．１
No.１３ ３１．５ －８．８ ２２．７ ２１．５ －１０ １．２
No.１４ ２８．９ －６．９ ２２．０ １６．９ －１２ ５．１
No.１５ ３４．１ －１０．７ ２３．４ ２１．１ －１３ ２．３
No.１６ ３３ －９．９ ２３．１ ２４ －９ －０．９
No.１７ ２９．４ －７．３ ２２．１ ２３．４ －６ －１．３
No.１８ ３１．５ －８．８ ２２．７ ２６．５ －５ －３．８
No.１９ ３３．７ －１０．４ ２３．３ ２０．７ －１３ ２．６
No.２０ ２８．１ －６．３ ２１．８ ２３．１ －５ －１．３
No.２１ ３６．２ －１２．３ ２３．９ ２６．２ －１０ －２．３
No.２２ ３３．９ －１０．６ ２３．３ ２５．９ －８ －２．６
No.２３ ３７．８ －１３．５ ２４．３ ２３．８ －１４ ０．５
No.２４ ３４．９ －１１．３ ２３．６ ２４．９ －１０ －１．３
No.２５ ３２．６ －９．６ ２３．０ ２１．６ －１１ １．４
No.２６ ２９．３ －７．２ ２２．１ ２４．３ －５ －２．２
No.２７ ４１ －１５．８ ２５．２ ２６ －１５ －０．８
No.２８ ３３ －９．９ ２３．１ ２６ －７ －２．９
No.２９ ３４ －１０．７ ２３．３ ２４ －１０ －０．７
No.３０ ３０．２ －７．８ ２２．４ １７．２ －１３ ５．２
No.３１ ３１．９ －９．１ ２２．８ ２２．９ －９ －０．１
No.３２ ３９．９ －１５．０ ２４．９ ２４．９ －１５ ０．０
No.３３ ３５．７ －１１．９ ２３．８ ２１．７ －１４ ２．１
No.３４ ３２．３ －９．４ ２２．９ ２７．３ －５ －４．４
No.３５ ３５．２ －１１．５ ２３．７ ２０．２ －１５ ３．５
No.３６ ３２．９ －９．８ ２３．１ ２２．９ －１０ ０．２
No.３７ ３６．５ －１２．５ ２４．０ ２４．５ －１２ －０．５
No.３８ ３４．８ －１１．３ ２３．５ ２４．８ －１０ －１．３
表１０
上記２通りの調査から、後ろ衿ぐり下がりは体型特
徴によって変化し、後ろ衿ぐり下がりの計測値が長く
なるほど補正値が多くなることがわかった。
また、①の回帰式を使って補正値を求め、実際の補
正値との比較をした。（表１０）回帰式で求めた補正値
は屈身体型（補正値－５mm～－８mm）で平均－２．２
mm、標準体型（補正値－９mm～－１２mm）で平均－
０．１mm、反身体型（補正値－１３mm～－１６mm）で平均
２．０mm、極度な反身体型（補正値－１７mm～－１９mm）
で平均４．７mm、実際の補正値より値が多かった。しか
し、同じ－５mmの補正でも回帰式で求めた補正値と
の差にばらつきがあり、これは肩の形状によるものと
思われるが、個人差があるため、数値化することは出
来なかった。
これらの結果から、BL Manager で算出された後ろ
衿ぐり下がりの計測値を使って原型を作成する場合、
回帰式を使って補正値を求め、衿ぐり下がりの計測値
にあらかじめ加えた寸法で作図をすると、BL Manager
で算出された後ろ衿ぐり下がりの計測値をそのまま使
うよりも補正を少なくすることができる。また、作成
者の目視による判断のため、作成者によって差が生じ
るが、体型特徴別に－５mm～－１９mmを衿ぐり下が
りの計測値に加えることも作図方法の１つとして有効
である。
Ⅳ．結果・考察
BL Managerで算出されたNo．８３右前天幅、No．８４
右前衿ぐり下がり、No．８５右後ろ天幅、No．８６右後ろ
衿ぐり下がりの計測値は個人原型を作成するにあた
り、人体形状による補正はあるが、十分に利用できる
ことがわかった。No．８６右後ろ衿ぐり下がりの計測値
は体型特徴別に－５mmから－１９mmの補正があり、
この数値がドレメ式原型での後ろ衿ぐり下がりの計測
方法との差異であると考えられる。また、計測値の統
計をとることで計測値の関係性を把握することがで
き、今回は右後ろ衿ぐり下がりの補正値の回帰式を求
めることができた。ドレメ式原型では首回りの寸法か
ら計算式を使って天幅と衿ぐり下がり各寸法を求める
が、三次元計測システムではダイレクトに右前天幅、
前衿ぐり下がり、右後ろ天幅、右後ろ衿ぐり下がりを
計測でき、回帰式で求めた右後ろ衿ぐり下がりの補正
値を組み合わせて作図をすることが可能である。三次
元計測システムを使用した際の特徴であり、利点であ
る。三次元着装シミュレーションを使用しての補正
は、実際のトワルでは不可能な色表示や断面図でゆと
り量を確認することができるため、補正量を決めるの
に非常に有用であった。人体でない、ボディに着装さ
せることで実際のボディに着せた時と同じような感覚
で美しいシルエットを求めることができた。
調査を経て、これらの他にも三次元計測システムと
三次元着装シミュレーションの様々な利点や問題点を
発見した。
原型作成やトワルチェックをする際には必ず実際の
ボディ、もしくはモデルが必要になる。個人原型の場
合はモデル（本人）であるが、着替えやフィッティン
グするためのスペースと時間がかかり、場合によって
フィッティング場所までの往復時間と交通費が発生す
る。また、手計測になるとメジャーで計測する人、計
測のサポートをする人、計測を記録する人が必要とな
り、被計測者は同じ姿勢を保たなければならないた
め、被計測者の身体に負担がかかる。
三次元計測システムと三次元着装シミュレーション
を利用すると、人体の計測は計測者１名とモデルのみ
で行うことができ、スキャンもわずかな時間で終了す
る。複数のオリジナルボディをパソコン１台で管理す
ることができ、ボディの開発費や保管する場所を抑え
ることが可能である。そして、モデルや実際のボディ
がその場に無くても、設定されたサイズのボディでト
ワルチェックができるため、作業効率が良くなる。
人体計測から原型完成までの所要時間は下記の表で
ある。（表１１）
－ 78 －
表１１ 原型作成（１人分）の所要時間
１着の原型トワル（両身頃）を実布で組む場合、９０
cm幅天竺で９０cmの用尺が必要となる。今回のトワル
チェックは３８名合計で１３８回行った。１３８着トワルを組
んだ場合、必要な用尺は７２４５cm（７２m４５cm）である。
天竺のほかに、作図用紙や縫製に必要な針や糸などの
消耗も抑えられ、エコノミーであり、エコロジーでも
ある。
三次元計測システムと三次元着装シミュレーション
はすべてをデータで管理することが特徴であり、それ
による問題点もある。まず、三次元計測システムと三
次元着装シミュレーションを導入するにあたって各ソ
フトウェア、マシンが高価であること、複数のソフト
ウェアを扱うため、作成者に訓練が必要であることが
あげられる。BL Manager での計測においては人体の
形状をデータとして保管できる利点はあるが、データ
上で姿勢や身体のねじれなどの修正はできない。
Nexa TorsoⅡでボディを作成する際に身体の向きや傾
きを調節することは可能だが、BL Manager で算出さ
れた計測値との誤差が生じるため、三次元計測システ
ムでの計測には細心の注意をはかり、より正確なデー
タを得ることが重要である。
Ⅴ．おわりに
三次元計測システムと三次元着装シミュレーション
の利用はパターン作成において非常に効率が良い。本
研究では、原型（身頃）のみの調査を行ったが、今後
はスカート原型、パンツ原型、ジャケット原型などに
も取り組み、三次元計測システムと三次元着装シミュ
レーションを有効利用するための研究を続けていきた
い。
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（２００６）．
所要時間（分）
三次元計測（着替え） １０
三次元計測（スキャン） ５
三次元計測（データ修正） １３
ボディ作成 ２０
原型作成（CAD使用） １０
着装シミュレーション（１回） １０
補正（平均回数３．６回） ３６
合計 １０４
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